
街かどのスケッチ
エ
ッ
セ
イ

わ
た
し
の
甲
東

　
こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
新
築
さ
れ

て
引
っ
越
し
て
き
て
20
年
近
く
に

な
り
ま
す
が
、
11
階
か
ら
の
眺
め

は
素
晴
ら
し
く
、
大
変
気
に
入
っ

て
お
り
ま
す
。

　
毎
朝
６
時
半
か
ら
部
屋
で
ラ
ジ

オ
体
操
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
遠

く
に
葛
城
山
が
眺
望
で
き
ま
す
。

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
か
す
ん

で
見
え
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は

空
気
が
澄
ん
で
ス
ッ
キ
リ
見
え
て

い
ま
す
。
山
の
見
え
方
に
よ
り
、

そ
の
日
の
天
候
が
分
か
る
の
で
す
。

東
側
に
は
生
駒
山
、
北
側
に
は
阪

神
競
馬
場
の
大
き
な
屋
根
、
そ
の

向
こ
う
に
宝
塚
の
山
、
西
側
に
は

甲
山
と
六
甲
山
が
連
な
っ
て
見
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
山
の
濃
淡

で
遠
近
感
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
大
変
素
晴
ら
し
い
の
は
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
十
三
大
橋
の「
淀
川
の
花

火
」が
見
ら
れ
、
以
前
は
は
る
か

遠
く
に
Ｐ
Ｌ
の
花
火
も
見
え
て
い

ま
し
た
。
昨
年
は
大
阪
・
関
西
万

博
の
花
火
が
見
え
て
毎
日
楽
し
ん

で
お
り
ま
し
た
。
私
の
生
涯
で
、

も
う
二
度
と
こ
の
よ
う
な
機
会
は

な
い
で
し
ょ
う
。
万
博
花
火
の
右

側
に
は
阪
神
甲
子
園
球
場
の
ナ
イ

タ
ー
の
明
か
り
が
二
つ
見
え
て
い

ま
し
た
。

　
日
中
は
、
目
の
先
約
２
０
０
m

の
所
を
東
西
に
走
っ
て
い
る
山
陽

新
幹
線
が
眺
望
で
き
、
時
折
、
ア

ニ
メ
と
コ
ラ
ボ
し
て
い
る
ブ
ル
ー

系
や
ピ
ン
ク
系
な
ど
の
車
両
が
通

過
す
る
の
を
見
か
け
ま
す
。

　
東
方
に
は
武
庫
川
の
土
堤
に
松

並
木
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

向
こ
う
は
る
か
に
梅
田
の
ビ
ル
群

が
見
え
、
そ
の
南
方
向
に
は「
あ

べ
の
ハ
ル
カ
ス
」の
上
部
や
京
セ

ラ
ド
ー
ム
大
阪
の
丸
い
屋
根
も
見

え
て
い
ま
す
。

　
11
階
に
入
居
し
て
、
素
晴
ら
し

い
眺
望
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
幸
運

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
絵
は
、

私
の
友
人
か
ら
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展

に
使
う
花
の
絵
を
描
い
て
ほ
し
い

と
依
頼
が
あ
り
、
妻
が
描
い
た
絵

で
す
。
妻
は
20
数
年
前
よ
り
Ｔ
シ

ャ
ツ
な
ど
に
花
の
絵
を
描
く
教
室

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
バ
ラ

の
絵
は
、
布
に
特
殊
な
絵
の
具
で

描
き
、
ア
イ
ロ
ン
を
当
て
る
と
洗

っ
て
も
色
が
落
ち
な
い
で
す
。
花

の
絵
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
知
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

文
　
甲
東
園
　
Ｔ
・
Ｓ

絵
　
甲
東
園
　
Ａ
・
Ｓ

甲
東
園
１
丁
目
か
ら
の
眺
望
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講師の体験談を真剣に聞く参加者

人気の玉入れは接戦でした
「パン食い競争」。やって
みると、なかなか難しいよね

⑵

ともに生きるともに生きる　　まちづくりまちづくり 　私たちの地域では、昨年秋にさまざまな催しが行われました。参加した人たち
は楽しい時間を過ごしたようです。そこで、一部ですが皆さんに紹介します。

　「癌癌介護時々認知」という演題の講演会を、医師の中村清子さんを招いて、
アプリ甲東集会室で昨年10月６日に開催し、たくさんの人が集まりました。
　中村先生は月１回程度カフェ「もんまえ」に来て、お茶を飲みながら、そ
こに来る人の医療の相談にも応じている“お医者さん”です。
　末期がんの夫と認知症の母の介護をする中、自分もがんを患うという状
況で、その時々に起こる問題を解決しながら、２人を最後まで穏やかにみ
とったそうです。その体験から出てくる言葉は、これからの人生を、悔い
なく充実して送るためのヒントを私たちに与えてくれました。

主催：甲東地区社会福祉協議会

　甲東小学校の校庭で「第23回甲東地区運動会　スポーツフェス
ティバル21」を、昨年10月12日に開催しました。
　最近では小学校の体育会で行われなくなった「紅白玉入れ」や
「パン食い競争」など昔ながらの競技を取り入れ、今回は大人の「デ
カパンリレー」も復活しました。地域の未就園児は保護者と一緒
に「宝さがしレース」に参加していました。
　最後は恒例の大抽選会。みんなわくわくドキドキ、掃除機や炊
飯器、その他にも多くの景品があり、抽選に参加した全員で盛り
上がりました。子どもから大人まで、たくさんの地域の人たちの
笑顔がいっぱいの運動会になりました。

主催：スポーツクラブ21甲東

　段上町6丁目の畑で、昨年10月11日に
イモ掘りを実施し、段上小学校児童、未就
園児、保護者、役員175人が参加しました。
　西宮市農業青年研究会の人から、サ
ツマイモの収穫までの話や掘り方を教
えてもらいながら、一生懸命に掘り起
こし、大、小さまざまなサツマイモが収
穫できました。子どもたちの笑顔が輝
き、実りの秋を楽しむ１日となりました。

主催：段上地区青少年愛護協議会

　段上小学校運動場で「第51回段上地区ふれ
あい運動会」を、昨年10月12日に行いました。
　当日は台風23号の影響を心配しながらも、
参加者の熱気で小雨を吹き飛ばし、開催する
ことができました。
　「障害物競争」やフラフープの輪に入って２
人で走る「なかよしスラローム」など、多くの
種目に、競技に参加した人と応援してくれた
人たちが一つになった運動会でした。「段上
はワンチーム！」

主催：スポーツクラブ21段上
　 報徳学園で３回目を迎える「秋まつ
り」を、昨年11月16日に開催しました。
　約800人が参加して大盛況に終わ
り、人と人とのつながりを広げる機会
となりました。

主催：段上地区青少年愛護協議会

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

◆情報と写真の提供にご協力いただき、ありがとうございました。

みんなで力を合わせてヨイショ！

学園祭の「Mr.報徳」で優勝した
チームのダンスパフォーマンス

人気No.1の
「パン食い競争」

２人息を合わせて「なかよしスラローム」

阪神・淡路大震災から30年
特別企画「バケツリレー」

ギターの弾き語り。『手のひらを太陽に』を
子どもたちが手話で披露

⬅︎見ても聴いても楽しい音楽
　「打楽器アンサンブルユニットROOMs」

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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参加者はボランティア、来賓を含む約300人。
おみやげにおはぎをもらって帰路につきました

オ
オ
ク
ス
の
木
漏
れ
日
が
、
ま
る
で
ス
テ
ー
ジ
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
の
よ
う
に
☆
（
ブ
ル
ー
ム
コ
ー
ン
に
よ
る
ゴ
ス
ペ
ル
♫
）

難
易
度
高
め
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
。

得
点
し
た
と
き
は
高
揚
感
が
す
ご
い
！  

と
何
度

も
挑
戦
す
る
人
も

⑶

ともに生きるともに生きる　　まちづくりまちづくり　恒例の「敬老のつどい」を昨年10月
19日、秋晴れの中で開催しました。
　毎年楽しみにしていただいており、
例年は75歳以上の一人暮らしの人が
対象でしたが、今回は75歳以上全て
の人を民生委員・児童委員の協力の
下、招待しました。夫婦での来場も
あり、今年は82人が参加しました。
　おいしいお弁当、関西学院大学落
語研究会の落語、頭の体操クイズで皆
さん大いに楽しみました。

主催：段上西地区社会福祉協議会

　甲山森林公園に昨年11月16日、総勢39人でハイキングに
出かけました。
　紅葉が進む甲山はとてもきれいで、秋の空気を感じながら歩
くことができました。途中の展望台では、自分たちの小学校区
を眺め、景色を楽しみました。
　お弁当を食べた後は、西宮市制100周年を記念したクイズ大
会を行いました。西宮市をよく知る子どもたちには、簡単すぎ
るようでした。
　暖かい日差しに恵まれ、心に残る１日となりました。

主催：スポーツクラブ21段上西

　「樋ノ口スポーツフェスティバル」
を、昨年11月２日に樋ノ口小学校
で開催しました。
　体育館ではボッチャと車椅子バ
スケットボール、運動場ではモル
ックとフライングディスク、体育
館前ではストラックアウトの体験
ができました。
　参加した子どもたちは「車椅子
バスケットが楽しかった！」「スト
ラックアウトでパーフェクト出し
たよ」「来年も参加したい」と笑顔
で話しました。

　　　樋ノ口スポーツクラブ21
　　　樋ノ口地区社会福祉協議会

　「ひのくちのつどい　長寿を祝う会」を、
昨年11月１日に樋ノ口小学校体育館で開
催しました。
　ゲストに「混声合唱団はもーるKOBE」
を迎えて、参加者の長寿とイベントの
10周年を祝いました。
　参加者は、男性19人、女性22人の美
しい歌声に聞きほれ、また、愉快なパフ
ォーマンスに思わず笑みがこぼれる、静
と動を感じた魅力満載のステージを楽し
んでいました。

主催：樋ノ口地区社会福祉協議会

　「第１回大市フェス～社
やしろ

で会いましょう
大作戦～」を、昨年11月３日に開催しました。
　会場となった大市八幡神社では、拝殿
前と樹齢４００年のオオクスの下にステ
ージを設け、甲武中学校吹奏楽部やゴス
ペルなど、多彩なジャンルの音楽が披露
されました。また、広場では獅子舞、太
鼓台などのパフォーマンスがありました。
他にも大市焼きや羽釜ご飯などのグルメ
に、キッズ宝探し、太鼓のバチ作り体験
など、さまざまな世代が楽しんだイベン
トとなりました。

　　　大市フェス実行委員会
　　　大市八幡神社

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

色彩り豊かなお弁当を食べながら会話が弾みます

甲山を背景にみんなでハイ・チーズ！

落語を聞いて、楽しいひとときを過ごしました➡︎

今年も、１年を通して各地域で盛りだくさんの催しが計画されます。皆さん、ぜひ参加してみてください。

共催：

共催：

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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講師の田村さん

いけだ鍼灸整骨院
院長 池田裕昭

西宮市野間町4-32-101
TEL 0798-64-5699

曜日 月

9：00～1：00

5：00～9：30

休

休 休

火 水 木 金 土受付時間

日祝休み

午
前
午
後

予約優先

いけだ鍼灸整骨院
院長 池田裕昭

西宮市野間町4-32-101
TEL 0798-64-5699

曜日 月

9：00～1：00

5：00～9：30

休

休 休

火 水 木 金 土受付時間

日祝休み

午
前
午
後

予約優先

令
和
７
年
度
地
域
懇
談
会

対
話
で
学
ぼ
う
！ 

ま
ち
の
が
っ
こ
う

　
講
師
の
田
村
さ
ん
は
大
学
生
時

代
、
教
育
に
興
味
を
持
ち
、
学
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
な
ん
と
な
く
違
和
感
が
。

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
そ
う
に
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

子
ど
も
も
教
師
も
ど
こ
か
窮
屈
そ

う
に
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　
教
師
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

教
育
現
場
の
現
状
を
外
か
ら
変
え

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
３
回

生
の
時
、
本
当
に
行
き
た
く
な
る

　
年
齢
や
立
場
に
関
係
な
く
、
誰

も
が
学
び
た
い
と
思
っ
た
と
き
に

学
べ
る「
ま
ち
の
学
校
」で
す
。「
ま

ち
が
く
」で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
は
な
く
、
人
と
会
っ
て
学
び
ま
す
。

学
び
方
は
子
ど
も
か
ら
、
大
人
か
ら
、

親
子
で
、友
達
と
、三
世
代
で
、な
ど

自
由
に
学
ぶ
学
校
が
あ
っ
て
も
い

い
。公
園
、カ
フ
ェ
、店
舗
の
イ
ー
ト

イ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
百
貨
店
や
企
業
、

ま
ち
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
は
教
室
に

変
わ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
企
業

と
協
力
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
先
生
を
招
く
こ
と
も
で
き
、
参

加
費
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
ち
で
学
び
合
う
こ
と
で
、
新

し
い
仲
間
が
で
き
ま
す
。「
ま
ち
」

全
体
が「
が
っ
こ
う
」の
よ
う
な
場

所
に
な
る
こ
と
で
、
ま
ち
が
変
わ

り
ま
す
。
活
動
が
生
ま
れ
、
ま
ち

が
動
き
出
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

年
齢
や
立
場
の
人
が
共
に
学
び
合

う
こ
と
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
自
分
だ
け
が
学
ん
で
帰
る「
座

学
」は
実
施
し
ま
せ
ん
。一
緒
に
考

え
、
意
見
を
交
わ
す
。
体
験
す
る
。

課
題
に
触
れ
、
実
践
す
る
。
講
師

を
決
め
て
人
を
集
め
る
の
で
は
な

く
、
学
校
を
つ
く
り
た
い
仲
間
を

集
め
、「
一
緒
に
学
ぼ
う
！
」と
声

を
上
げ
る
。
あ
な
た
の「
知
り
た

い
」は
他
の
誰
か
の「
知
り
た
い
」

で
も
あ
る
か
も
。「
あ
な
た
の
学

び
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？
」こ

う
し
て
、
新
し
い
講
座
が
企
画
さ

れ
て
い
き
ま
す
。

学
校
を
つ
く
ろ
う
と
、
学
生
団
体

Ｃ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ（
ク
ロ
ー
バ
ー
）を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
京
都
の
廃
校
舎
を

利
用
し
て
３
日
間
の
学
校
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
。
そ
の
後
、
他
の
小
学

校
か
ら
も
要
望
が
あ
り
、
卒
業
後
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
甲
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
主
催
の
令
和
７
年
度
地
域
懇
談
会
が
、
昨

年
10
月
16
日
に
ア
プ
リ
甲
東
集
会
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ご
み
事
務
局
長
で
、
ま
ち
の
が
っ
こ
う
校
長
で
も
あ
る

田
村 

幸ゆ
き
ひ
ろ大

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
対
話
で
学
ぼ
う
！ 

ま
ち
の
学
校
」を
テ
ー

マ
に
、
甲
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
か
ら
19
人
、『
宮
っ
子
』編
集
員
５
人
、

地
域
か
ら
15
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ご
み
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
３
人
の
計
43
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　「
ま
ち
の
が
っ
こ
う
」の
活
動
内
容
の
話
を
聞
い
た
後
は
、
み
ん
な
で「
ま

ち
が
く
」ミ
ニ
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。
楽
し
く
グ
ル
ー
プ
で
話
し
、
代
表

が
発
表
。
終
わ
っ
た
時
に
は
人
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
講
座
で
し
た
。

人
と
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
気
付
き
が
あ
り
、
今
後
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

「
ま
ち
が
く
」が
で
き
る
ま
で

「
ま
ち
が
く
」と
は

大
事
に
し
て
い
る
こ
と

講座の後はみんな笑顔に
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講師の田村幸大氏

※
中
学
生
の
部
活
動
が
、
国
の
方
針
で
廃
止（
少
子
化
、
働
き
方
改
革
、
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
）。

　
代
わ
り
に
西
宮
市
で
は
、
プ
レ
イ（「
楽
し
む
こ
と
」「
や
っ
て
み
た
い
！
」）を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
子
ど
も
が
自
ら
主
体
的

　
に
選
択
し
、
活
動
を
楽
し
め
る
よ
う「
プ
レ
イ
に
し
の
み
や
」＝「
プ
レ
み
や
」が
、令
和
８
年
９
月
か
ら
地
域
展
開
で
実
施

小学生・中学生　　見学自由・体験無料　　甲東小学校北門すぐ
受験対策・先取り学習・宿題補講・自習　講師は全員現役関学生！！

◆放課後等デイサービス◆　放課後 スクール いつざいや
〜学習習慣が自然に身につく！！最先端リード法採用〜

発達障害・多動・学習障害のお子様、塾や習い事との併用も大歓迎！

【逸材屋・本店】 ☎ 0120−214−620 mstage@mstage-itsu.jp
広告

〒662−8023
西宮市神呪町5-26

みんなで参加「まちがく」
自己紹介＆グループメンバーの意外な共通点を探そう
　　グループで何か共通することを見つけると、お互いの距離が近くなるそうです。
　まずは意見を言いやすい雰囲気づくりからスタート。

キャンパスになったら面
白い場所、こんな場所が
キャンパスになったらと
いう場所を考えよう
　身近な地域の中で、今ま
で学校のイメージはなかっ
たけれど使えそうな所を探
しました。

場所と知りたいことを組み合わせて、講座を考えよう
【○○キャンパス】で学ぶ《○○》
　ステップ１、２を組み合わせて講座を考え、紙に書いて、ホワイ
トボードに貼りました。そして、自分が受けたいと思う講座に
シールを貼りました。
　いきなり講座を考えても、新しい講座のアイデアはなかなか

出てきません。場所、知りたいことを、
別々に考えて組み合わせることで、新
しい企画が思いつきやすくなります。

今知りたいこと、悩ん
でいること、一緒に考
えたいこと、好きなこ
と、関心あることを挙
げていこう
　日常の中で気になっ
ていることを話し合い
ました。

ウオーミングアップ

ステップ１

ステップ３

ステップ２

地
域
内
で
学
ぶ
場
を
挙
げ
る

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
自
分
の

困
り
事
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上

げ
る
と
い
う
発
想
が
面
白
か

っ
た
。

学
校
以
外
を
全
て
学
び
の
場

に
す
る
と
い
う
発
想
が
良
い

と
思
い
ま
し
た
。学
校
で
学
ぶ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
卒
業
後
の
方
が
必
要

に
迫
ら
れ
て
学
ば
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
機
会
が
あ
る
の

は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。

身
近
な
悩
み
、
事
柄
を
出
し

合
い
、
初
対
面
の
方
々
と
ご

く
自
然
に
意
見
交
換
が
で
き
、

新
し
い
出
会
い
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

講
演
だ
け
で
は
な
く
、
参
加

型
で
実
際
に
体
験
し
な
が
ら

の
学
び
の
場
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ま
ち
が
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し

そ
う
に
参
加
し
て
お
ら
れ
る

映
像
を
見
て
、
改
め
て
い
い

活
動
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
で
話
し
た
こ
と
が

面
白
か
っ
た
で
す
。
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
見
て
感
じ
て

言
葉
に
す
る
→
顔
を
合
わ
さ

な
い
と
感
じ
ら
れ
な
い
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

みんなでアイデアを
出し合います

面白そうな講座のアイデアが
たくさん出ました

６グループに分かれて、「まちがく」を体験しました。

駅、空き家、介護施設、
お仏壇の浜屋２階、教会、
競馬場、ファーストフード店、
郵便局、クラブハウス、
仁川口橋、学校、水道局、
関西学院大学馬小屋、田畑、
フードコート 　など…

定年後の夫婦関係、
終活（墓じまい）、
スマホの使い方、
プレみや、
物が捨てられない、
子どもが朝起きない、
男性が外に出ていかない、
孫がゲームに夢中、
　　　　　　　など…

【集会所】で
《行き先のないシャイな

男性の集まり》

【スポーツクラブ21の
クラブハウス】で学ぶ

《プレみや》

【阪神競馬場】で学ぶ
《スマホの使い方（SNS、写真）》

【デイサービス】
で学ぶ

《定年後の夫婦関係》

【お仏壇の浜屋】
で学ぶ

《終活（墓じまい）》

【野菜の直売所】
で学ぶ

《今日の晩御飯》

【スターバックス】で学ぶ
《現役大学生から聞く
子どもの進学、習い事》

※
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小学校のマスコット
キャラクター「かぶまる」→

かぶまるサロンを彩る小物の数々

それぞれの特技を披露

澄んだ音色がホールに響く

手作りの衣装でファッションショー

↓読み聞かせに聞き入る参加者

絵
本
と
音
楽
で
つ
な
が
る

「
か
ぶ
ま
る
サ
ロ
ン
」

世
代
を
超
え
た
う
で
自
慢

　
甲
東
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）の

取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る「
か
ぶ
ま

る
サ
ロ
ン
」が
、昨
年
10
月
20
日
に

甲
東
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
サ
ロ
ン
は
地

域
の
人
た
ち
や
保
護
者
、
先
生
を

結
ぶ
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
急
に
秋
ら
し
く
な
っ
た
寒
い
朝

に
、
ち
ょ
う
ど
良
い
温
か
い
紅
茶

と
コ
ー
ヒ
ー
。
机
に
は
、草
花
と
お

茶
菓
子
が
置
か

れ
、
会
場
は
と

て
も
良
い
雰
囲

気
で
す
。４
回
目

と
い
う
こ
と
で
、

保
護
者
や
地
域

か
ら
の
参
加
者

も
顔
見
知
り
に

な
り
、
会
話
が

弾
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
絵
本
の
テ
ー
マ
は「
つ

い
て
い
い
嘘
？  

よ
く
な
い
嘘
？
」。

う
そ
に
ま
つ
わ
る
絵
本
を
音
楽
と
共

に
読
み
ま
す
。絵
本
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
映
し
出
さ
れ
、
山
根
桜
子

校
長
と
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
の
松
本
紀
子
さ
ん
が
読
ん
で
い

き
ま
す
。
２
人
の
声
と
絵
本
に
あ

　
段
上
西
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

が
主
催
す
る
「
み
ん
な
の
発
表
会

〜
わ
が
街
の
う
で
自
慢
〜
」が
、昨

年
11
月
８
日
に
ア
プ
リ
甲
東
4
階

甲
東
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
催
し
は
、

芸
術
・
文
化
の
秋
に
ち
な
み
、
地

域
の
人
た
ち
が
気
軽
に
舞
台
に
立

て
る
場
を
つ
く
ろ
う
と
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
２
歳
か
ら
80
代
ま
で

の
出
演
者
、
計
７
組
が
出
演
。
ハ

ン
ド
ベ
ル
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
バ
イ

オ
リ
ン
の
演
奏
に
歌
、
さ
ら
に
は

っ
た
音
楽
が
心
地
よ
く
、参
加
者
は

静
か
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

『
う
そ
つ
い
ち
ゃ
っ
た
ね
ず
み
く

ん
』に
始
ま
り
、『
ら
く
ご
え
ほ
ん
　

て
ん
し
き
』な
ど
、６
冊
の
絵
本
を

読
み
ま
し
た
。
本
当
の
こ
と
を
隠

す
う
そ
、
誰
か
を
幸
せ
に
す
る
う

そ
な
ど
を
絵
本
か
ら
学
び
ま
し
た
。

途
中
、
参
加
者
が
持
ち
込
ん
だ
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
や
あ
ら
す
じ
紹

介
も
あ
り
、
絵
本
の
タ
イ
ト
ル
を

メ
モ
す
る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。

　
山
根
校
長
の
話
の
と
お
り
、
会

場
は
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
よ
う
な

空
間
、
み
ん
な
と
つ
な
が
る
場
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
サ
ロ

ン
で
し
た
。

定休日 ： 毎週　  木曜日
 第1・第3水曜日

広告

親
子
で
楽
し
む
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
ま
で
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
並
び
ま
し
た
。

　
客
席
に
は
約
１

０
０
人
が
集
ま
り
、

開
演
と
共
に
会
場

か
ら
は
温
か
な
拍

手
が
。

ハ
ン
ド
ベ
ル
で

『
ホ
ワ
イ
ト
ク
リ

ス
マ
ス
』が
響
く

と
、
会
場
は
ふ
わ
り
と
冬
の
気
配

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
合
間
に
は
司

会
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
あ

り
、「
90
代
に
な
っ
て
も
歌
い
続
け

た
い
」と
話
す
出
演
者
に
は
客
席

か
ら
大
き
な
拍
手
が
。
夫
婦
デ
ュ

オ
の
息
の
合
っ
た
歌
声
に
は「
い

い
な
あ
」と
温
か
な
つ
ぶ
や
き
も

も
れ
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
初
開
催
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
　

　
　
　
　
　
　
　
盛
り
上
が
り
　

　
　
　
　
　
　
　
に
、
参
加
者
は
　
　

　
　
　
　
　
　
　
大
満
足
！
　
主

　
　
　
　
　
　
　
催
者
は「
今
後

　
　
　
　
　
　
　
も
続
け
ら
れ
た
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ら
う
れ
し
い
」と

　
　
　
　
　
　
　
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
次
回
は
ぜ
ひ
、　

　
　
　
　
　
　
　
あ
な
た
の
特
技
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
を
披
露
し
て
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ま
せ
ん
か
。
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約100人の多世代が集い、楽しみました♫

開所当時のふれあい会館
平成13（2001）年4月

⬅︎コーラスの魅力を届けたショコラの皆さんパフォーマンスを披露した石川亮佑さん➡︎

出来上がったむし
パンは、自分で作
った紙皿にとって
食べました

早く食べたいけれど
…災害時に備えてお
きます

お
菓
子
ポ
シ
ェ
ッ
ト
づ
く
り
で

楽
し
く
学
ぶ
防
災
講
座

樋
ノ
口
町
１
丁
目
ふ
れ
あ
い
会
館

設
立
25
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！

樋
ノ
口
町
１
丁
目
自
治
会

　
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
設
立
25
周

年
を
迎
え
た
樋
ノ
口
町
１
丁
目
ふ

れ
あ
い
会
館
で
、
昨
年
11
月
15
日

に「
記
念
イ
ベ
ン
ト
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
設
立
ま
で
の

い
き
さ
つ
や
幾
多
の
困
難
に
直
面

し
な
が
ら
も
乗
り
越
え
て
き
た
体

験
談
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
西

宮
市
や
樋
ノ
口
町
１
丁
目
自
治
会

員
、
建
設
業
者
、
近
隣
地
域
の
人

た
ち
な
ど
多
く
の
協
力
と
支
援
が

あ
っ
て
、
会
館
が
完
成
し
た
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。

　
会
館
建
設
前
の
こ
の
場
所
は
、

変
則
十
字
路
で
見
通
し
が
悪
い
上
、

車
１
台
分
が
通
れ
る
幅
し
か
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
と
し
て
は

狭
く
て
大
変
危
険
な
状
況
で
し
た
。

会
館
建
設
に
合
わ
せ
て
、
道
路
拡

張
の
要
望
を
自
治
会
か
ら
市
へ
行

い
、
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
の
実
現
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
の
場
の
提
供
な
ど
、

自
治
会
が
ふ
れ
あ
い
会
館
を
拠
点

と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
い
、
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
樋
ノ
口
町
１
丁
目
は
、
多
世
代

が
暮
ら
し
や
す
い
活
気
の
あ
る
今

の
ま
ち
の
姿
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
、次
世
代
へ
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
！

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年

が
た
ち
、
子
ど
も
た
ち
に
防
災
に

つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
段
上
地
区
青
少

年
愛
護
協
議
会
主
催
の「
親
子
で

で
き
る
防
災
講
座（
全
３
回
）」が

段
上
小
学
校
で
昨
年
開
催
さ
れ
、

延
べ
１
８
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
は
９
月
27
日
。ゲ
ー
ム
を

交
え
て
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
し

な
が
ら
防
災
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
第
２
回
は
10
月
25
日
に
開
催
し
、

防
災
食
を
テ
ー
マ
に
、「
お
菓
子
ポ

シ
ェ
ッ
ト
」と「
む
し
パ
ン
」を
作
り
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
際
、
子
ど

も
た
ち
が
防
災
食
を
あ
ま
り
食
べ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
食
べ
慣
れ
て
い

る
お
菓
子
を
入
れ
た「
お
菓
子
ポ
シ

ェ
ッ
ト
」が
考
案
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

袋
に
お
菓
子
と
ジ
ュ
ー
ス
を
詰
め
、

肩
ひ
も
に
ラ
ム
ネ
を
入
れ
た
お
菓
子

ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
楽
し
そ
う
に
作
っ
て

い
ま
し
た
。
お
菓
子
の
賞
味
期
限
を

書
い
た
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
完
成
！

お
菓
子
は
、災
害
時
の
非
常
食
と
し

て
食
べ
る
か
、何
も
な
け
れ
ば
何
も
な

か
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
賞
味
期

限
日
に
食
べ
る
約
束
を
し
ま
し
た
。

　
む
し
パ
ン
は
、
袋
の
中
で
材
料
を

混
ぜ
て
口
を
し
ば
り
、
沸
騰
し
た

鍋
の
中
で
30
分
ほ
ど
蒸
し
ま
し
た
。

出
来
上
が
る
と
ふ
わ
ふ
わ
に
！ 

ジ
ャ

ム
を
つ
け
て
、み
ん
な「
お
い
し
い
！
」

と
言
い
な
が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

お
菓
子
ポ
シ
ェ
ッ
ト
と
お
い
し
い

む
し
パ
ン
が
あ
れ
ば
、
災
害
時
の

つ
ら
い
と
き
を
乗
り
越
え
る
力
に

な
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
回
は
11
月
８
日
に
、仁
川
百
合
野
町

地
区
地
す
べ
り
資
料
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
３
回
の
講
座
を
通
し
て
、親
子
で

防
災
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

地元に親しまれ
　　　信頼されて62年

⑬

不動産のことは当社へ
何なりとご相談下さい！！
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※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

☆
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
３
月
22
日
㈰
⓭
時
㉚
分
　

　
　
〜
⓯
時

出
演
　
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

場
所
　
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
80
人

段
上
公
民
館

�

☎
53
・
0
9
3
1

☆
か
ん
た
ん
ス
マ
ホ
教
室

　
〜
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
健
康
管
理
を

中
心
に
体
験
〜

日
時
　
１
月
15
日
㈭
⓭
時
㉚
分
　

　
　
〜
⓯
時

講
師　
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

定
員　
20
人

申
し
込
み
　
公
民
館
に
空
き
状
況
を

　
　
　
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

段
上
児
童
館

�

☎
53
・
8
3
0
3

☆
卓
球
教
室

日
時
　
１
月
17
日
㈯

対
象
　
小
学
生

申
し
込
み
　
要
申
し
込
み

※
詳
細
は
、
児
童
館
に
問
い
合
わ

　
せ
て
く
だ
さ
い

☆
赤
ち
ゃ
ん
と
家
族
の
た
め
の

防
災
講
座

日
時
　
１
月
22
日
㈭

対
象
　
０
〜
４
歳

講
師
　
防
災
士
　
上
沢
　
聡
子
氏

申
し
込
み
　
オ
ン
ラ
イ
ン

※
詳
細
は
、
児
童
館
だ
よ
り
で
確

　
認
し
て
く
だ
さ
い

☆
保
健
師
・
栄
養
士
がや

っ
て
く
る

日
時
　
２
月
20
日
㈮

対
象
　
０
歳
〜

申
し
込
み
　
オ
ン
ラ
イ
ン

※
詳
細
は
、
児
童
館
だ
よ
り
で
確

　
認
し
て
く
だ
さ
い

�
☎
51
・
3
7
4
8

☆
和
太
鼓
演
奏

　
〜
県
西
太
鼓「
爛
漫
」〜

日
時
　
２
月
８
日
㈰
⓭
時
㉚
分
　

　
　
〜
⓯
時

出
演
　
兵
庫
県
立
西
宮
高
校邦

楽
部

場
所
　
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
80
人

☆
骨
粗
鬆し

ょ
う

症
と
骨
折
治
療

　
〜
寝
た
き
り
防
止
の
た
め
の

最
新
医
療
〜

日
時
　
２
月
17
日
㈫
⓭
時
㉚
分
　

　
　
〜
⓯
時

講
師
　
西
宮
協
立
脳
神
経
外
科
病
院

副
院
長
　
瀧
川
　
直
秀
氏

場
所
　
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
50
人

甲
東
公
民
館

※
諸
事
情
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

⓾
時
㉚
分
〜

⓫
時
㉚
分

⓾
時
15
分
〜

⓫
時
15
分

高
木
公
民
館

�

☎
65
・
1
5
6
9

☆
健
康
・
福
祉
講
座

　「
共
感
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

　
〜
認
知
症
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

日
時
　
１
月
26
日
㈪
⓭
時
㉚
分
　

　
　
〜
⓯
時

講
師
　
社
会
福
祉
士

　
　
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ

　
　
　
Ｏ
Ｎ
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｄ

　
　
　
理
事
長
　
山
本
　
雅
彦
氏

場
所
　
3
階
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
40
人

☆
観
光
・
郷
土
史

　「
西
宮
よ
も
や
ま
話
」

〜
西
宮
の
歴
史
や
風
景
、
懐
か

し
い
映
像
や
写
真
と
と
も
に

時
代
を
振
り
返
り
ま
す
〜

日
時
　
２
月
15
日
㈰
⓭
時
㉚
分
　

　
　
〜
⓯
時

講
師
　
雑
文
家
　
衣
笠
　
周
司
氏

場
所
　
3
階
講
堂

定
員
　
当
日
先
着
40
人

15
時
㉚
分
〜

16
時
㉚
分

広告

第394号 令和 ８年 1月 1日 　ふ る さ と 甲 東 ⑻


